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2 Bp-10 家族関係と子どもの性格形成（第3報）

　一接触対象と接触希望の関係についてー
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【目的】　第1 ･ 2報に続き今回は、D接触対象と希望対象との関係について、2）欠損と

喪失という二つの指標の関係について、場面別に、また発達的関係について分析すること

を目的とする。そして（触れ合う機会がない-* (疎外感）→触れ合いたいという気持ちの

喪失・・　・家族の絆の希簿化〕というモデルの提起を試みる。

【方法】　被験者は秋田県の町立小学校(1年～6年、計246名）及び神奈川県の町立小学校

（2年～6年、計161名）の児童である。分析の対象とした調査の内容は、1）家族関係の接触

度に関する項目、2）家族に対する接触希望に関する項目（それぞれ対応する７場面）。

【結果】　接触対象と希望対象のクロスの結果、基本的には同じ対象が選択されていたが

「ほめる」「相談」などの場面では「接触対象は母親」だが「希望対象は父親」というケ

ースも多くみられた。また接触対象が欠損している子供が、同じ場面における接触希望対

象として誰を選択しているかをクロス集計し｛欠損に占める喪失の割合｝でみた結果、喪

失が最も多く（44.3j;）、次いで母親（20.53;）、父親（H.8X）と続いていた。これを発達

的にみると３年生（50.6nと６年生（61.U）で喪失の占める割合が多くなっていた。ま

た場面別の分析では、「慰めてほしい」「相談にのってほしい」において欠損及び喪失が

多く、これらの場面が子供にとって重要な場面であることが示唆された。また発達的には、

接触希望喪失は６年生で最も多く（接触場面欠損に占める割合61.1％、人数に占める割合

17.6％）なっているが、３年生頃から（頃に）増える傾向もみられた。

2 Bp-11 単身赴任のイメージ調査

一　女子短大生を対象にした調査結果　一一
旭川大学短大　金田　正一

　目的　単身赴任は、非雇用者として働いている夫（父）または妻（母）が、本来一緒に生活するはずの配偶者や子どもと離れて単身で遠距離にある勤務先に出かけ別居している

状態と定義できる。単身赴任者は、1960年代以降の高度経済成長時代に急増し、総務

庁統計局の推計によると1990年には約45万５千人にまで達している。単身赴任を選

択する主な理由としては①子どもの教育②持ち家の管理③老親の介護④妻の就労があげら
ー　　－　MJJ-M-･　　t－ －　･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　---｡----　-･－r-ﾐ-w w’●/-‾fIR/sw.y〃-･･”4/言/frw’¢’ﾀﾞ／れ、その影響は、主として①親子関係②夫婦関係③家計といった側面から問題にされるこ

とが多い。本研究の目的は、将来妻としてこの問題に直面する機会が多いと予測される女

子短大生の単身赴任についてのイメージを調査することである。

　方法　女子短大生1 1 0名を対象に質問紙法で調査を実施した。

　結果　主な結果は以下の通りである。字数の都合で次のように表記する。全休をＡ、親

の単身赴任経験有をＢ、親の単身赴任経験無をＣ。ｌ単身赴任のイメージとしてあげた言

葉数の平均は、B5. 1、C6.∠１、A6. 2で、３～８語の者が多い。ｎ単身赴任とい

う言葉を聞いて最初に頭に浮かんだ言葉はＡ①さみしい・孤独（2 2. 6％) ②浮気・不

倫(1 5.∠1％）③父親（1 3. 6％）である。Ｂでは父親と一人暮らしが一位になって

いる。第3順位までに書かれた言葉をトータルするとA①さみしい・孤独（54. 5％）

②浮気・不倫（4∠I. 5％）③一人暮らし（32. 7％）の順で、以下④父親⑤大変⑥自

炊となっている。Ⅲ単身赴任のイメージを色彩で表現するとＡ①灰色（4 8. 1%）②青

　（1 0. 9％）③黒(6. 3％)の順で、暖色をあげた者はごく少数である。発表時は４

年制大学男子学生および父母の調査結果との比較についても触れたい。
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